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鋼I型断面のフランジ連結部では，孔引きによる板厚の増加を避ける目的で写真に

示すような千鳥配置と矩形配置を組合せた砲台配置の摩擦接合継手が多く見受け

られます．さらに，少数主桁橋の事例が多くなり，継手部では板厚・ボルト列数が増

加する傾向にあります．しかし，既往の実験・解析的研究により，厚板・多列継手で

は，ボルトに作用する力が不均等になり，すべり耐力が低下することが明らかとなっ

ています．そこで本研究では，厚板・多列となる継手を対象とし，砲台配置された高

力ボルト摩擦接合継手の荷重伝達機構をFEM解析により解明し，これに基づいた
合理的な設計法の提言を試みています．
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荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究荷重伝達機構に関する解析的研究

研究目的：①砲台配置継手の荷重伝達機構の解明．

②多列となる砲台配置継手の設計法を提案する．
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すべり係数すべり係数
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最大ボルト列数

9列

高力ボルト

母材

連結板

砲台配置の例

~ボルト配置の影響~

ボルト本数を変化させず，配置のみを変化させた結果，すべり先行型お

よび降伏先行型それぞれの場合において，配置によるすべり係数への影

響は小さいことがわかりました．

~砲台配置おける先端ボルト行数の影響~
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接合面の相対変位量接合面の相対変位量
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すべり時における相対変位量の分布

すべり時における応力分布

砲台配置では，矩形配置に比べて連結板の剛性

が小さいため相対変位量が大きくなります．砲台配

置ではコバ面の付近の相対変位量が増加する傾向

にあります．
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~配置の違いが接合面の相対変位分布に与える影響~

配置による相対変位分布への影響が小さい．

○継手外側

○継手内側

~ミーゼス応力分布~
先端2行ケース，4行ケース共に，すべり発生時において継手外側の
ボルト孔近傍で局所的に降伏（降伏点：363.3N/mm2

）することがわか

りました．また，先端2行の方が先端ボルトに向かって応力が集中して
いることがわかります．

以上より，砲台配置において先端ボルトを2行とした場合に先端ボルト
が少ないことによる応力集中は発生するが，先端4行と比較して発生応
力の最大値が同等であり，同等以上のすべり係数が確保できることか

ら，より抵抗断面の減少を緩和できる先端2行とした砲台配置を推奨で
きると考えています．

同じボルト列数の砲台配置において，先端ボルト2行ケースと4行ケース
では，すべり係数に与える影響は小さく，その差は2%程度となりました．

すべり係数の比較
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~成果~


